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３月９日（金）川崎市第３庁舎大会議室において、「川崎市平成３０年度予算概要説明会」

が連合神奈川から柏木会長以下 8 名、川崎地域連合から藤吉議長以下 17 名、川崎労福協から

小原会長以下 2 名が出席し開催されました。 

この説明会は、川崎地域連合が申し入れた「2018年度に向けた政策・制度要求と提言」に対

する検証の場と位置づけています。申入れに沿った内容として、ＪＲ南武線の安全対策、待機

児童対策の継続的な推進や地域包括ケアシステムの構築などが反映されています。 

福田市長との質疑では、待機児童解消、臨海部の活性化、ＪＲ南武線の混雑緩和などについ

て意見交換を行いました。総括として藤吉議長は「厳しい財政の中で、『置かれている市民の

暮らしの改善』や『先を見据えた便利で快適なまちづくり』への編成は分かりやすく敬意を表

したい」と挨拶しました。 
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